
宝塚市下水道事業経営戦略【概要版】

01 経営戦略の位置付け、計画期間及び事業概要

●位置付け

宝塚市下水道事業経営戦略は、本市下水道事業が将来にわたって安定的に事業を継続して
いくための中長期的な経営の基本計画です。
宝塚市下水道ビジョン2035の基本理念である「安全で持続可能な「宝」の下水道を未来
へ」の実現に向けた具体的取組の実行計画として、持続可能な下水道事業の実現を目指しま
す。

●計画期間

令和8年度(2026年度)～令和17年度(2035年度)の10年間

●事業概要

(1)施設
本市は、行政区域面積10,189haのうち、3,022haを
公共下水道（汚水・雨水）の全体計画面積と定め、汚水
と雨水を分けて排除する分流式下水道を採用し、計画的
な整備や維持管理を進めています。

【汚水処理】
本市には下水処理場がありません。本市の汚水は、武庫
川河口にある武庫川下流浄化センターと大阪国際（伊
丹）空港に隣接する原田処理場で処理しています。

【雨水処理】
市内を武庫川水系と猪名川水系の2系統に区分し、さらに
27か所の排水区に区分し、排水区ごとに各水系河川へ排
水しています。自然流下での排水が原則ですが、低地帯
にはポンプ場を設置しており、市内に武庫川ポンプ場と
西田川ポンプ場の2施設を有しています。 流域下水道施設の位置

02 現状と課題、将来予測

●経営比較分析表を活用した現状分析

＜経営の健全性・効率性＞
「③流動比率」「⑤経費回収率」について、
類似団体の水準を下回っており経営改善が
必要です。

＜老朽化の状況＞
今後、徐々に法定耐用年数を超えた管が増え
てくることから、ストックマネジメント計画
に基づいて管渠の改善を進める必要がありま
す。

●下水道事業を取り巻く環境

(1)水洗化人口・有収水量の減少
水洗化人口は減少傾向が続き、令和17年度
（2035年度）には約21万人と予測しています。
人口減少に伴い有収水量も減少するため、下水
道使用料の減収が見込まれます。

(2)物価の高騰
昨今の世界情勢や円安の影響により、建設資
材、動力費、薬品費、労務費などの維持管理費
や工事費用が上昇しており、今後も物価高騰が
続く見込みです。

(3)金利の上昇
長年の超低金利政策が終了し、借入金利が上
昇しています。これにより、従来の40年償還
（5年据置）の企業債の借入方針では対応が難
しくなっており、借入方針の見直しを行うなど、
急激な金利の上昇への対応が必要です。

(4)下水道に起因する事故（道路陥没）
令和7年1月に埼玉県八潮市の県道において、
下水道管の破損に起因する大規模な陥没事故が
発生しており、本市でも陥没事故が起きないよ
う点検・調査により管路施設の状態を把握した
うえで適切に維持管理を行う必要があります。

(5)自然災害の激甚化・頻発化
令和6年能登半島地震をはじめ、大規模地震
や台風、局地的大雨などの自然災害が多発して
おり、地域のインフラや市民生活への被害を抑
えるため、浸水対策や耐震化など早急な対応が
必要です。

(6)更新需要
更新需要が増大する中、施設を適正な状態で
維持するため、老朽化施設の更新は緊急度や重
要度に応じて優先順位を明確にして実施するこ
とが必要です。

（R7.3.31現在）

(2)下水道使用料
下水道使用料は、一般用については単一の基本使用料と使用水量が増えるに従い単価が高
くなる段階的逓増従量料金を設定しており、公衆浴場用については、基本使用料と単一従量
使用料を設定しています。
また、企業活動に伴い工場、事業所等から排除される汚水のうち、一定の水質基準を超え
るものについて使用料を加算することとしています。

(3)組織体制
本市では、令和7年（2025年）5月1日現在、上下水道局全体で2部6課1室体制（下水道
事業会計の職員数23人（会計年度任用職員を除く。））で事業を運営しており、令和6年度
（2024年度）に策定した「宝塚市上下水道局定員適正化計画」のもと、定員の適正化に努
めています。

下水処理場に送る圧送管の被災（珠洲市）

埼玉県の陥没事故の概況

水洗化人口の推計

経営比較分析表

供用開始年月日
昭和49年9月1日
（1974年）

現在処理区域内人口 225,432人

法適（全部・財務）
・非適の区分

全部適用
現在水洗化人口 224,454人

処理区域内人口密度 91.1人/ha

流域下水道への接
続の有無

有

接続先
・武庫川下流流域下水道（武庫川下流浄化センター）
・猪名川流域下水道（原田処理場）

（出典）国土交通省「八潮市における道路陥没事故の概要」より

（出典）国土交通省「令和６年能登半島地震における上下水道施設被害と今後の地震対策、災害対応の在り方」より



03 経営の基本方針と主な施策

宝塚市下水道事業経営戦略【概要版】

●経営の基本方針

これまでの経営状況及び下水道事業を取り巻く環境を踏まえ、将来にわたって事業を継続
するために、4本の柱からなる経営の基本方針を定めました。
この基本方針に基づき、10の施策（取組項目）を推進していきます。

04 投資計画と財政計画

05 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

毎年度、指標の進捗を確認します。

なお、ウォーターPPPによる官民連携の取組など、新たな経営健全化や財源確保に係る取組が具体化
した場合は、中間検証時に見直しを行い、その内容を反映した経営戦略に改定します。

●10の施策を反映した財政計画

●主な取組内容と事業費

(1)浸水対策の推進(取組項目①)【13.7億円】

水害危険予想箇所において、浸水軽減対策（雨
水）に取り組みます。

(2)耐震化の推進(取組項目②) 【24.7億円】

上下水道耐震化計画に基づき、汚水管路の耐震化
事業に取り組みます。

(4)老朽化対策の推進(取組項目⑥)【41.4億円】

管路施設の老朽化に起因する事故などを防ぐため、
施設の状態に応じた適切な修繕・改築事業に取り
組みます。

(3)効率的な維持管理(取組項目⑤)【36.8億円】

ストックマネジメント計画に基づき、雨水ポンプ
場における老朽化設備の改築事業に取り組みます。

浸水対策地域の整備状況 上下水道一体の耐震化と急所対策

武庫川ポンプ場の想定健全度予測

管渠改築状況①

管渠改築状況②

【現行使用料を据え置いた場合】

⇒計画期間前半で資金が枯渇する状況が続き、事業継続が困難
となる見通し

＜持続可能な経営を行うためには＞

下水道事業を安定的に継続するためには、事業運営に必要な資金を確保する
とともに黒字（当期純利益）を維持できる経営に転換する必要があるた

め、４年ごとに適正な使用料水準の検証を行います。

※使用料水準の検証については、上下水道事業審議会へ諮問を行い、様々な視点から答申をいた
   だく予定です。

※管きょ、マンホール、雨水吐き、吐口、ます及び取り付け管の総称
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